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ユ929　ク 29 413 32122
1930　ク 40 669 44919
1931　ク 47 690 44167
1932　” 50皆 564苦 43236涛
e「t1932年の獅子座流星期には流星課員以外でなされた多くの観測があるがこの表には
　省いてある・これを入れると1932年の實藪は著しく其の薮を増すこととなる・
　流星課として1928年以來に實経路を算定し得たものは甚だ少く淺念である
が，流星の爲眞撮影に成功し得たもののあるのは誇とするところである．大
流星乃至火球の研究し得たものも数個あるが，何れも正確なる推定は充分に
は出來なかった．
　輻射窯の獲得せられたものは現在までに1500個以上に上ってみやうと思ふ
其の中遍孚以上は微光流星であって大部分は充分なる考察を経たものではな
いが甚だ償値のあるものがある．普通流星によるものは未だ500個には達せぬ
様である．
　　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×
　最後に考ふべきことは，我々の辿るべき進路如何といふ問題である．もと
より槻測者の増加，観測網の完成等は大いに望むべきものでめらうが，一面
には一般會員の流星に關する知識を高めて有時の際に資し，他面我．々直接流
星槻測者にありては槻測の結果を釜ζ有意義ならしめる爲，槻弓方法の改良
擬測部門の櫨充獲展等を目ざしてまっしぐらに突進すべきであらう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1933．　7・　1言己）
　　　　　　　　　山本博士よリ第二信
ブンク1ブ1からシカゴへ來ましたが毎日中々忙しくて閉口です，
シカゴ博覧會は大した事なし，然し當地の大プラネタリウムには
感心しました．八月末に蹄ります．
　　　　六　月　二　十　日
　　　　　　　　シカゴにて　山本一清
